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Ａ．研究目的 

Boulois などの研究によると、血腫 CH 拡大

は、血腫の見え方（ハイポデンシティー、ブレ

ンドサインなど）による分類に相関があることが

言われている。このため、この血腫の分類を深

層学習を用いて行うことを主眼としている。この

分類により、血腫拡大予測の精度を向上させ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

血腫分類タスクは深層学習のタスクであるた

め、機械学習の仮定が守られないことによる精

度の下降が激しいため、再度、（１）データを精

査、（２）機械学習の仮定が守られない問題の

影響を軽減するアルゴリズムの開発、という 2

面から精査を行なっている。 

 

Ｃ．研究結果 

精度に関係しそうないくつかの問題点がデー

タに見つかった。医師のアノテーションにおい

ては部位情報がなければ判別できないような

情報が落ちていることが判明し、また、議論す

べきアノテーションが見つかった。このため、自

分でもアノテーションを施した。一方、企業 A 

のセグメンテーション結果を当方で使う際のパ

イプラインにも間違いがあったため、このデー

タを再度当方で正しく利用できる形のデータで

受け取り、このデータに基づいた解析を行なう

べく変更を行なっている。機械学習の仮定が

守られない問題に関する深層学習のアルゴリ

ズムの開発を行なった。 

 

Ｄ．考察 

機械学習研究において当該問題が成熟した

領域ではないためデータの問題点が見つかる

ことはありえる話でさまざまな設定を検討すべ
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いう感触を得ている。 
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きと思う。また、深層学習アルゴリズムでの後押

しも本問題が成熟分野ではないため、しかも、

どちらかというと、非常に新しい分野であるた

め、研究的な価値も高く、検討材料は多い。し

たがって、新規発見の可能性が多い感触を掴

んでいる。 

 

Ｅ．結論 

深層学習の精度を精査することにより、アノテ

ーションの仕方と、アノテーションの設計という

2 つの問題点が判ってきた。そこで、今年度は

この問題点を克服して、精度の向上に繋げる

予定である。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

不変リスク最小化の考察, 大北 剛, ソフト九

州, pp10－14、2019 において関連する機械学

習技術のレビュー論文を発表した。その他

IBISML 研究会１件、NeurIPS 国際学会の

LMRL ワークショップにおいてポスター発表を

行なった 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定も含む） 

１，特許取得 

なし（深層学習のアルゴリズムに関する特許を

出願予定） 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


